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本日は、定例記者会見を開催しましたところ、皆様にはご出席いただき

ましてありがとうございます。 

まず始めに、この度、職員が収賄事件により逮捕、起訴される事態に

至り、行政に対する信頼を失墜させる重大な事態を引き起こしましたこ

とは、極めて遺憾であり、市民の皆様に深くお詫び申し上げます。 

今後は、このような不祥事を２度と起こさないよう、全職員で再発防

止に取り組み、皆様の信頼を１日でも早く回復できるよう努めてまいり

ます。 

それでは、令和４年度６月補正予算（案）につきまして、説明いたし

ます。 

令和４年度の当初予算は、年度当初に市長・市議会議員選挙が行われ

たことから、義務的経費及び継続事業に係る経費等を中心とした「骨格

予算」として編成しているため、この度の６月補正予算案は、骨格予算

に新たな政策的事業を盛り込んだ、「肉付予算」として編成いたしました。 

一般会計については、補正額５億２，１４４万９千円を追加し、補正

後の予算総額は１４６億５１４万６千円であります。これは、対前年度

同期との比較で、０．２％の増であります。 

一般会計、特別会計等を合わせました今回の補正額は、５億５，０６
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８万４千円の追加で、補正後の総額は、２６９億４，２０２万３千円で

あります。 

それでは、一般会計の概要について、説明いたします。 

２ページをご覧ください。 

総務費でございますが、「新型コロナウイルス感染症対応社会的環境整

備事業費」１，９７５万円は、新型コロナウイルス感染症対策として新

しい生活様式等へ対応するため、マイナンバーカードの利用による、コ

ンビニ等での所得証明書交付サービスを導入するほか、オンラインで体

育施設等の予約状況の確認や予約を可能とする、施設予約システムを導

入するものであります。 

「個人番号カード交付事業費」２，８８６万１千円は、個人番号カー

ドの普及促進を図るため、地域の公会堂やイベント会場などに出向いて

申請サポートを行うほか、窓口での申請サポート・交付体制を強化する

ため、コールセンターの設置等を行うものであります。 

次に、民生費・教育費ですが、「鴨方東小学校児童クラブ新築事業費」 

５，５００万円は、鴨方東小学校児童クラブの利用児童受入枠を拡大す

るため、放課後児童クラブ専用施設を新設するものであります。 

次に、民生費です。「竜南保育園トイレ改修事業費」１，１３６万３千
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円は、竜南保育園トイレの洋式化等を行うものであります。 

次に、衛生費です。「新型コロナウイルスワクチン接種事業費」８，３

８７万６千円は、新型コロナウイルス感染症対策として、ワクチンの追

加接種を行うものであります。 

「子ども医療給付事業費」１，３２３万２千円は、子ども医療費の給

付対象年齢を、高校卒業まで拡大するものであります。 

次に、農林水産業費でございますが、「農業用施設改良事業費」２，８

４０万円は、耕地の保全と農業生産力の向上を図るため、水路・ため池

等、農業用施設の改良を行うものであります。 

次に、土木費ですが、「道路新設改良事業費」７，８９０万円は、市内

地域間を結び市民生活を支える道路の整備充実を図るものであります。 

続きまして農林水産業費・土木費ですが、「災害対策事業費」９，６２

０万円は、災害に強いまちづくりを推進していくため、農林・公共施設

災害対策事業を行うものであります。 

以上、一般会計の概要について説明いたしました。 

次に、特別会計及び企業会計の概要について、説明いたします。 

３ページをご覧ください。 
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今回の補正予算では、「国民健康保険特別会計」、「介護保険特別会計」

の２つの特別会計と、「水道事業会計」、「下水道事業会計」の２つの企業

会計で予算計上しております。 

「国民健康保険特別会計」につきましては、人件費の増額を予算計上

しております。 

「介護保険特別会計」につきましては、地域支援事業費の増額等を予

算計上しております。 

「水道事業会計」「下水道事業会計」につきましては、営業費用の増額

等を予算計上しております。 

以上が、６月補正予算（案）の概要です。 

次に新型コロナウイルスワクチン接種事業について、浅口市の現状と 

４回目接種についてお知らせいたします。 

浅口市長定例記者会見配布資料の１ページをご覧ください。 

浅口市における３回目の接種率について、６月３日調べでは１２歳～

１７歳で２５．６％、１８歳～６４歳で６２．１％、６５歳以上で８９．

５％となっており、１２歳以上全体では７１．１％の方が３回目接種を

行っています。これは国の５９．５％、県の５７．７％を上回っており、 

３回目接種が順調に進んでいることが伺えます。 
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また、５歳～１１歳の小児の接種については、１回目の接種率が１４．

６％、２回目接種率が１２．１％と伸び悩んでおり、市といたしまして

は、正しい情報を提供し、保護者の皆様にワクチン接種の重要性をご理

解いただくよう努力してまいりたいと考えております。 

５月２５日から始まっている４回目の接種につきましては、浅口市は

岡山県共通のルールに則り、３回目接種を終えた１８歳以上の方全員に

接種券をお送りしています。 

具体的には、３回目接種から５か月を経過した１８歳以上の方に対し、

毎週接種券をお送りしています。対象者数は、５月が主に医療従事者で

２２４人、６月が主に施設入所者で１，１８４人、７月になりますと６

５歳以上の方が対象となることから８，３１７人と増えてまいります。 

浅口市は浅口医師会のご協力のもと、医療機関における個別接種をメ

インで接種を進めておりますが、対象者が増える頃には集団接種もあわ

せて実施していく予定としております。 

接種のご予約は、これまでと同じく医療機関への電話、コールセンタ

ー、および電子申請を予定しております。 

また、６５歳以上の方につきましては、接種を受けられた後のタクシ

ー運賃助成事業を、４回目の接種を受けた方に対しても継続して実施い

たしますので、ぜひご利用ください。 
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ここで、１８歳～５９歳の方にご注意いただきたいことがあります。 

１８歳～５９歳の方については、４回目接種を受けるには基礎疾患があ

ることなどの条件が設定されていることから、お手元に接種券が届いて

もすぐには接種を受けられない場合があります。今後、国が接種対象の

幅を広げてくると予測されますので、対象となるまでは接種券を大切に

保管していただきますようお願いいたします。 

接種を希望する方皆様に受けていただけるよう体制を整えてまいりま

すので、多くの方に接種を受けていただき、積極的に新型コロナウイル

ス感染拡大防止に取り組んでまいりたいと思います。 

次に、６月補正予算（案）の、主な事業の詳細について説明いたしま

す。 

２ページをご覧ください。 

子ども医療費無償化事業の対象年齢拡大についてであります。これま

で満１５歳までとしていた対象者を、満１８歳まで拡大します。開始時

期は、令和４年１０月１日の予定であります。 

対象年齢の拡大により、子育てしやすい環境づくりにつながることを 

期待しています。 

３ページをご覧ください。 
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鴨方東小学校児童クラブ新築工事についてであります。市内の放課後児

童クラブについては、小学校の余裕教室や単独の専用施設を利用して実施

しています。鴨方東小学校児童クラブでは、現在小学校の余裕教室を専用

施設として実施しておりますが、利用希望者が多く施設が狭小になってい

ることから、利用児童の受入枠を拡大するため、小学校敷地内に児童クラ

ブ専用施設を新設いたします。今年度中に工事を完了し、令和５年４月か

ら受け入れを開始する予定です。 

新たな施設を整備することで、共働きしやすい環境を整え、地域の子

育て支援を推進してまいります。 

４ページをご覧ください。 

竜南保育園トイレ改修工事についてであります。公立園のトイレ改修工

事につきましては、施設の耐震改修工事等にあわせて、順次、トイレの洋

式化等の工事を進めてまいりました。竜南保育園につきまして、今年度、

トイレの洋式化や床の乾式
かんしき

化等の改修工事を実施いたします。 

これにより、公立園６園全てで改修工事が終了し、充実した保育環境

が整備されます。 

次に、新型コロナウイルス感染症対策などについて、お知らせいたしま

す。 

５ページをご覧ください。 
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国の事業である、住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金給付事

業についてであります。対象は、令和４年６月１日の基準日において世

帯全員の令和４年度分の住民税均等割が非課税である世帯、及び令和４

年１月以降に新型コロナウイルス感染症の影響を受けて家計が急変し、

住民税非課税世帯相当の事情と認められる家計急変世帯で、給付額は１

世帯当たり１０万円であります。６月下旬頃に初回の給付ができるよう

準備を進めています。 

なお、昨年度から、この臨時特別給付金の給付を行っており、令和３

年度に対象として給付を受けた世帯は、今回の対象には含まれませんの

で、ご注意いただきたいと思います。 

この給付金が、真に生活に困っている方々への支援の一助となることを

期待しています。 

６ページをご覧ください。 

国の事業である、低所得の子育て世帯に対する子育て世帯生活支援特別

給付金給付事業についてであります。対象は令和４年４月分の児童扶養手

当受給者、令和４年４月分の児童手当、又は特別児童扶養手当受給者のう

ち、令和４年度分の住民税均等割が非課税の者などであり、給付額は児童

１人当たり５万円であります。児童扶養手当の受給者については、口座情

報が登録されているため、６月末までに支給を開始する予定です。 



9 

 

 9 / 13 

 

この給付金につきましても、真に生活に困っている方々への支援の一

助となることを期待しています。 

続きまして７ページをご覧ください。 

所得証明書のコンビニ交付サービス開始についてであります。新型コロ

ナウイルス感染症対策として新しい生活様式等へ対応するため、令和５年

２月よりマイナンバーカードを利用して、お近くのコンビニエンスストア

等で所得証明書を発行できるよう、本定例会に予算を計上し準備を進めて

まいります。 

これにより、市役所窓口に行かなくても、６時３０分から２３時００

分までの間で、待ち時間なく所得証明書を受け取ることができます。 

なお、年末年始の１２月２９日から１月３日は、受け取れませんので、

ご注意ください。 

市民の皆様には、これまでの住民票や印鑑登録証明書に加え、所得証明

書もコンビニエンスストア等で受け取ることができるようになりますの

で、ご利用いただきたいと思います。 

８ページをご覧ください。 

施設予約システム導入事業についてであります。浅口市には、多くの社

会教育施設やスポーツ施設などがあります。公共施設等を利用したい市民

の方々は、まず利用したい日の予約状況を電話等で確認し、その後、対面
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で予約を行っています。 

最近利用者の方から「インターネットで予約状況の確認や予約できる

ようにしてほしい」との要望も多くなっています。 

このようなことから新型コロナウイルス感染拡大防止や住民サービス

の向上のため施設予約システムの導入を行うものです。利用者の皆さん

が、スマートフォンやパソコンから２４時間どこにいても公共施設等の

予約状況の確認や予約を可能にすることで、感染拡大防止や住民サービ

スの向上に繋げてまいりたいと考えています。 

次に、主な事業の進捗状況などについて説明いたします。 

９ページをご覧ください。 

マイナンバーカード出張申請サポート等事業についてであります。先程

の所得証明のコンビニ交付にも関連しますが、マイナンバーカードの普及

促進を図るため、地域の公会堂や事業所、イベント会場などに出向いて、

マイナンバーカードの申請をサポートいたします。 

また、本庁・各総合支所で現在、曜日や時間を指定して申請サポート

を行っておりますが、平日の、昼休みを除く９時から１６時３０分まで

に拡大してサポートいたします。 

また申請書がなくても、本人確認書類があれば申請できますので、是非

この機会を利用して、より多くの皆様にマイナンバーカードを取得してい
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ただきたいと思います。 

１１ページをご覧ください。 

認知症高齢者どこシル事業についてであります。行方不明の可能性があ

る高齢者の方で事前に登録された方に対し、ＱＲコードのついた「浅口市

安心みまもりシール」を無料で配付します。そのシールを衣類や持ち物に

貼ることで、万一その高齢者が行方不明になった場合でも、見つけた方が

スマートフォンでＱＲコードを読み取ることにより、瞬時に発見情報が登

録している家族等に送信されます。これにより、行方不明者の発見、保護、

家族への引き渡しまで迅速な対応ができます。行方不明となった高齢者の

早期発見は、高齢者等の心身の安全につながります。 

警察、消防、民生委員などの見守り関係者等へＰＲを行い、高齢者見

守りネットワークの体制づくりを行うとともに、若年層世代にも浸透し

やすいツールを利用することで、住み慣れた地域でいつまでも安心して

暮らしていくための認知症の支援体制を充実していくものです。 

「浅口市安心みまもりシール」の登録申請の受付は、８月から開始す

る予定です。 

１２ページをご覧ください。 

「浅口ふれあい号」車両更新に伴う補助ステップ整備についてでありま

す。浅口ふれあい号は、運行を開始した平成２３年度に比べ、乗車実績は
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約１．４倍に増え、市民にとって身近な交通手段として定着してまいりま

した。 

今回、運行当初から使用している車両１台の更新を予定しており、こ

の更新に併せて電動補助ステップ付き車両を導入することで、市営バス

車両６台全ての電動補助ステップ整備が完了します。 

電動補助ステップにつきましては、利用者から大変好評をいただいて

おり、今後も利便性の向上に努めてまいりたいと考えております。 

１４ページをご覧ください。 

ため池ハザードマップの作成状況についてであります。近年、局地的な

豪雨による洪水被害や地震による大規模な災害が全国的に頻発している

状況であり、これらの自然現象を起因とした、ため池の決壊に対する災害

リスクが高まっています。 

このような現状を踏まえ、市内にある３２５のため池のうち、防災重

点農業用ため池９６の池を対象として、ため池ハザードマップを作成し

て市民に配布しています。 

災害発生時に、迅速かつ安全に避難をしていただくこと、また地域の

防災意識向上に役立てていただきたいと思います。 

令和３年度末時点でこの９６の池のうち、２６の池について作成が終

わっており、今年度は２５の池の作成を予定しています。全ての防災重
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点農業用ため池のハザードマップの作成につきましては、令和６年度末

までの完了を目指して事業を進めています。 

私からは以上です。 


